
  

    

             

 
 

  

 

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

新
年
祝
辞 

于 

雷 

２
０
１
４
年
１
月
元
日
、
初
日
の
出
は
い
つ

も
と
変
わ
ら
ず
穏
や
か
に
す
べ
て
の
存
在

を
照
ら
す
よ
う
に
霜
雪
と
朝
露
の
間
を
昇

っ
て
い
き
ま
し
た
。
あ
な
た
が
世
界
中
の
ど

こ
に
い
て
も
、
こ
の
朝
日
の
気
が
あ
な
た
を

照
ら
す
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

朝
霧
が
朝
日
の
光
を
遮
ら
な
い
よ
う
に
、

新
年
を
私
た
ち
は
純
浄
の
陽
気
と
し
て
迎

え
ま
す
。
こ
れ
は
私
た
ち
の
栄
光
で
す
。
平

凡
で
も
真
実
の
生
活
の
中
で
私
た
ち
は
健

康
な
身
が
必
要
で
す
。
そ
の
為
に
も
っ
と
認

識
を
新
た
に
新
し
い
世
界
に
踏
み
出
し
て

行
き
ま
し
ょ
う
。 

 

心
が
地
平
線
か
ら
昇
る
太
陽
の
よ
う
に

心
霊
の
大
地
を
照
ら
す
と
自
分
自
身
の
心

が
明
る
く
な
っ
て
、
他
人
に
も
そ
の
温
も
り

が
伝
わ
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

毎
日
の
練
功
は
毎
日
自
分
の
中
に
火
を

点
火
し
ま
す
。
そ
し
て
私
た
ち
は
光
明
と
幸

福
の
世
界
に
近
づ
き
ま
す
。
私
た
ち
は
一
緒

に
一
つ
一
つ
の
団
火
を
寄
せ
あ
っ
て
共
に
気
功

の
未
来
を
発
現
し
ま
し
ょ
う
。 
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医
学
気
功
と
四
大
名
医 

 

 

中
国
気
功
の
五
大
流
派(

医
療
、
道
家
、
儒
家
、

仏
家
、
武
術)
の
中
で
歴
史
が
一
番
長
い
の
は
医
療

気
功
で
す
。
六
千
年
前
の
黄
河
文
化
の
時
期
に
作

ら
れ
た
陶
器
に
は
、
当
時
の
人
た
ち
の
練
功
の
姿

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
気
功
は
中
国
文
化
の
貴
重

な
文
化
遺
産
、
全
人
類
の
共
有
の
文
化
で
す
。  

 

気
功
は
主
動
行
気
の
訓
練
方
法
で
す
。
気
の
作

用
に
よ
っ
て
強
健
体
質
、
防
病
治
病
、
延
年
益
寿

の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

 

気
功
は
練
気
行
功
の
方
法
で
す
。
練
気
養
生
の

道
、
練
気
の
工
夫
で
す
。 

 

宇
宙
万
物
の
生
長
、
発
展
、
運
動
、
変
化
は
全

て
気
の
作
用
に
よ
る
も
の
で
す
。
人
類
の
生
命
活

動
は
気
の
功
能
と
作
用
で
決
定
さ
れ
ま
す
。
宇
宙

自
然
を
大
天
と
言
え
ば
、
人
類
は
小
天
と
言
え
ま

す
。 宇

宙
の
大
気
、
天
空
、
自
然
の
気
と
人
体
生
命

の
気
は
ず
っ
と
止
ま
ら
ず
に
運
動
し
て
い
ま
す
。 

人
体
は
一
つ
の
整
体
、
人
と
天
地
も
一
つ
の
整
体
、

人
と
自
然
は
と
て
も
親
密
な
関
係
で
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。
人
体
は
宇
宙
自
然
の
栄
養
を
“
気
”
で

取
り
ま
す
。
全
て
の
生
機
は
気
の
動
力
で
動
く
も

の
で
す
。
そ
し
て
人
体
生
命
の
気
は
空
の
大
気
と

離
れ
な
い
も
の
で
す
。
気
功
の
練
功
は
も
っ
と
上

手
に
宇
宙
の
大
気
を
取
る
こ
と
で
、
健
康
を
守
り
、

命
を
延
ば
す
た
め
の
方
法
で
す
。 

 

約
三
千
年
前
に
気
功
の
方
法
を
記
録
す
る
書
籍

が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
書
籍
は
竹
の
上
に
字
を
刻

み
、
牛
の
筋
で
作
っ
た
糸
で
綴
っ
た
も
の
で
す
。

一
番
有
名
な
経
典
は
「
黄
帝
内
経
」
で
す
。「
黄
帝

内
経
」
上
で
は
、
黄
帝
と
仙
人
と
の
会
話
の
形
で

書
か
れ
た
遠
古
文
化
と
医
学
の
経
験
総
結
で
す
。

理
論
系
統
の
レ
ベ
ル
に
昇
華
し
て
特
有
の
中
医
学

気
功
理
論
を
形
成
し
、
中
国
と
世
界
文
明
の
た
め

に
貢
献
し
ま
し
た
。「
黄
帝
内
経
」
は
全
１
６
２
章

に
た
く
さ
ん
の
練
功
方
法
を
記
録
し
ま
し
た
。 

例
え
ば
、「
素
問
」
で
は
腎
に
持
病
が
あ
る
人
は
、

午
前
５
時
、
南
に
向
い
て
意
念
集
中
、
閉
気(

気
を

止
め
る)

、
呑
気(

硬
い
も
の
を
飲
む
よ
う
に)

、
７

回
行
っ
た
後
、
舌
下
に
た
ま
っ
た
津
液
を
丹
田
気

海
ま
で
送
る
。
こ
れ
で
腎
精
が
強
く
な
る
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。
腎
の
持
病
は
陰
気
の
長
期
不
足
で

起
こ
り
ま
す
。
腎
の
精
の
不
足
で
、
目
眩
、
耳
鳴

り
、
不
眠
、
多
夢
、
精
神
不
安
定
、
陽
萎
な
ど
の

症
状
が
現
れ
ま
す
。
津
液
は
陰
の
気
で
腎
の
水
、

腎
の
陰
精
で
す
。
毎
日
陰
精
を
飲
む
こ
と
で
、
一

ヶ
月
で
腎
病
が
よ
く
な
り
ま
す
。 

 

六
千
年
以
来
、
中
国
医
学
の
歴
史
上
に
名
医
と

呼
ば
れ
た
人
物
は
四
人
し
か
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
中
で
一
番
有
名
な
の
は
、
戦
国
時
代(
２
５
０

０
年
前)

の
扁
鵲
と
い
う
人
で
す
。
彼
は
死
ん
だ
人

を
再
生
さ
せ
、
５
０
０
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
皇
帝
の

内
臓
も
透
視
で
き
ま
し
た
。
扁
鵲
の
著
作
「
難
経
」

に
人
の
呼
吸
回
数
を
計
算
し
た
と
あ
り
ま
す
。
呼

で
心
、
肺
の
邪
気
を
出
し
、
吸
で
腎
、
肝
ま
で
気

が
行
く
と
い
う
導
引
呼
吸
法
を
作
り
ま
し
た
。
こ

の
呼
吸
は
病
気
を
出
し
、
身
体
を
守
る
の
に
と
て

も
よ
い
効
果
が
あ
り
ま
す
。
簡
単
で
易
し
く
効
果

絶
大
の
呼
吸
法
で
す
。 

 

四
大
名
医
の
第
二
の
人
物
は
漢
代(

２
０
０
０

年
前)

の
華
佗
で
す
。
華
佗
は
中
国
外
科
解
剖
の
第

一
人
者
で
す
。
戦
国
時
代
に
生
ま
れ
た
華
佗
は
、

戦
争
で
死
ん
だ
人
た
ち
を
解
剖
し
て
五
臓
六
腑
の

形
態
、
重
量
、
場
所
、
色
、
作
用
、
功
用
な
ど
、

と
て
も
細
か
く
解
剖
理
論
の
研
究
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
西
洋
の
解
剖
術
よ
り
１
８
０
０
年
ほ
ど
前

の
こ
と
で
す
。
華
佗
は
気
功
能
力
の
面
か
ら
い
う

と
気
功
麻
酔
や
透
視
能
力
も
あ
り
ま
し
た
。
華
佗

の
作
っ
た
五
禽
戯(

虎
、
鹿
、
猿
、
熊
、
鳥
の
動
き

を
真
似
た
も
の)

は
健
身
防
病
、
若
返
り
、
長
寿
延

年
効
果
の
高
い
功
法
で
す
。
五
禽
戯
は
練
気
の
方

法
、
行
気
の
動
功
で
す
。 

華
佗
本
人
は
当
時
の
権
力
者
に
殺
さ
れ
ま
し
た
。

(

「
三
国
志
演
義
」
に
細
か
な
説
明
が
あ
る)

そ
の

と
き
の
首
相
曹
操
に
は
ひ
ど
い
偏
頭
痛
が
あ
っ
た

の
で
、
華
佗
に
治
療
を
命
じ
ま
し
た
。
華
佗
は
完

治
す
る
に
は
脳
の
解
剖
が
必
要
と
答
え
、
曹
操
の

怒
り
を
買
っ
て
殺
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
脳
の
解



剖
と
い
え
ば
、
自
分
を
殺
し
た
い
の
だ
と
考
え
る

時
代
で
し
た
。
華
佗
の
弟
子
吴
普
は
五
禽
戯
を
続

け
て
戦
国
の
時
代
に
９
８
歳
の
長
寿
を
得
ま
し
た
。 

 

唐
代(

６
１
８
～
９
０
６)

の
孫
思
邈
は
四
大
名

医
、
第
三
の
人
物
で
す
。
孫
思
邈
は
１
１
０
歳
ま

で
生
き
、
百
歳
ま
で
気
功
理
論
、
功
法
の
本
を
出

し
ま
し
た
。
著
書
「
千
金
方
」
の
中
に
は
人
の
命

は
と
て
も
重
要
で
黄
金
で
計
算
で
き
な
い
も
の
で

す
。
う
ま
く
練
功
す
る
と
、
病
気
が
発
生
し
ま
せ

ん
。
生
活
の
習
慣
が
悪
く
、
身
体
の
調
養
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
る
こ
と
が
病
気
発
生
の
原
因
で
す
。

健
康
を
大
事
に
す
る
人
は
、
練
功
で
調
整
を
し
て

く
だ
さ
い
。
孫
思
邈
は
長
生
の
道
は
“
調
気
”(
気

の
分
配
、
調
節
を
す
る
こ
と)

に
あ
る
と
い
い
、
百

歳
に
な
っ
て
も
元
気
一
杯
で
す
。
百
歳
で
「
千
金

方
」
３
０
巻
を
出
し
ま
し
た
。 

 

明
代(

１
３
６
８
～
１
６
４
４)

の
李
時
珍
は
四

大
名
医
の
第
四
の
人
物
で
す
。
世
界
中
で
有
名
な

「
本
草
綱
目
」
の
著
者
で
す
。
本
の
中
に
は
た
く

さ
ん
の
練
功
方
法
が
載
っ
て
い
ま
す
。「
本
草
綱

目
」
は
中
国
医
学
史
上
一
番
偉
大
な
巨
著
の
一
つ

で
、
世
界
中
で
五
十
数
種
類
の
文
字
に
翻
訳
さ
れ

ま
し
た
。「
本
草
綱
目
」
の
練
功
方
法
と
漢
方
薬
の

種
類
の
多
さ
は
今
で
も
中
国
医
学
史
上
の
記
録
で

す
。
漢
方
薬
は
１
２
０
０
０
種
以
上
あ
り
、
気
功

功
法
は
数
え
切
れ
ま
せ
ん
。
５
０
０
年
後
の
今
で

も
こ
の
記
録
が
破
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

李
時
珍
が
９
０
年
の
時
間
を
か
け
て
や
っ
と
出
来

上
が
っ
た
本
で
す
。 

李
時
珍
は
医
学
一
家
の
出
身
で
、
５
歳
の
時
に

父
と
一
緒
に
練
功
を
始
め
、
山
に
漢
方
薬
を
取
り

に
行
き
ま
し
た
。
少
年
時
代
に
動
植
物
の
気
の
研

究
を
始
め
、
物
の
薬
気
、
薬
性
を
よ
く
知
り
ま
し

た
。
医
学
の
勉
強
に
は
養
生
科
も
必
要
だ
と
い
う

考
え
を
皇
帝
に
謹
言
し
ま
し
た
。
皇
帝
と
厚
生
大

臣
の
賛
同
を
得
て
養
生
科
が
作
ら
れ
、
明
の
時
代

か
ら
医
学
生
は
必
ず
気
功
養
生
の
科
目
を
勉
強
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

今
、
気
功
の
発
展
は
六
千
年
の
理
論
と
実
践
の

総
結
の
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
成
熟
的
系
統
が
出

来
上
が
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
気
功
の
三
要
素(

調

心
、
調
息
、
調
姿)

が
で
き
る
と
入
門
が
出
来
ま
し

た
。
今
は
気
功
を
知
ら
な
い
人
で
も
３
分
間
で
入

門
で
き
ま
す
。
簡
単
、
快
速
、
楽
し
み
、
こ
れ
が

現
代
気
功
の
特
長
で
す
。
当
然
、
気
功
は
、
深
く

て
広
く
て
、
と
て
も
神
秘
的
な
技
術
も
あ
る
も
の

で
す
。 

   

雑
談
「
練
功
と
運
動
」 

  

体
育
運
動
と
気
功
の
訓
練
は
違
い
ま
す
。
運
動

の
後
は
疲
労
感
が
出
ま
す
。
運
動
量
が
多
す
ぎ
る

と
肌
肉
（
筋
肉
）
の
一
部
が
充
血
し
た
り
、
局
部

に
気
血
の
渋
滞
が
お
き
ま
す
。
症
状
と
し
て
は
肌

肉
痛
（
筋
肉
痛
）
、
頭
痛
、
食
欲
が
な
く
な
り
ま

す
。
運
動
後
の
疲
労
快
復
は
と
て
も
重
要
な
意
味

が
あ
り
ま
す
。
温
水
、
温
泉
、
按
摩
な
ど
取
り
入

れ
た
気
功
療
法
は
と
て
も
良
い
方
法
で
す
。
例
え

ば
、
激
し
い
運
動
の
後
で
放
松
功
、
誘
導
功
、
経

気
導
引
術
を
練
功
す
る
こ
と
は
快
速
で
疲
労
快
復

す
る
良
い
手
段
で
す
。 

  

気
功
は
全
身
運
動
で
す
。
調
心
、
調
息
、
調
身

の
方
法
で
大
自
然
の
良
い
気
を
全
身
に
取
り
入
れ

ま
す
。
そ
し
て
内
臓
、
肌
肉
の
組
織
に
栄
養
を
提

供
し
ま
す
。 

  

運
動
の
理
念
は
必
ず
疲
労
を
必
要
と
し
ま
す
。

身
体
の
限
界
に
挑
戦
し
、
疲
労
感
が
あ
れ
ば
身
体

の
進
歩
に
繋
が
り
、
体
質
増
進
出
来
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
後
の
疲
労
快
復
が
出
来
な
い
と
病
気
発

生
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
最
初
は
打
撲
、
捻
挫
、

骨
折
、
そ
の
後
は
内
臓
に
も
影
響
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

  

朝
練
は
身
の
疲
労
快
復
と
身
を
柔
ら
か
く
す
る

と
て
も
良
い
方
法
で
す
。
一
晩
寝
る
と
身
が
硬
く 



な
り
ま
す
。
朝
日
を
迎
え
、
公
園
で
自
然
の
気
を

呼
吸
し
て
身
を
動
か
せ
ば
、
精
神
と
身
体
の
放
松

（
リ
ラ
ッ
ク
ス
）
に
な
り
ま
す
。
１
回
３
０
分
の

練
功
で
全
身
の
２
３
９
関
節
を
１
万
回
以
上
動
か

し
た
事
に
な
り
ま
す
。
肌
肉
（
筋
肉
）
運
動
１
０

万
回
以
上
に
値
し
ま
す
。
血
流
の
調
節
と
毛
細
血

管
の
拡
張
効
果
が
あ
り
、
深
く
て
長
い
自
然
呼
吸

で
身
は
最
適
な
状
態
に
な
り
ま
す
。
身
の
上
下
、

左
右
、
前
後
の
動
き
で
自
然
の
す
べ
て
の
方
位
か

ら
気
を
取
り
入
れ
ま
す
。
自
分
は
自
身
の
最
良
の

医
者
で
す
。
気
功
の
訓
練
で
骨
、
内
臓
、
肌
肉
、

呼
吸
の
調
節
が
完
成
し
ま
す
。
練
功
の
前
後
は
大

量
の
水
分
を
と
る
と
良
い
で
す
。
練
功
の
後
で
排

尿
し
て
老
廃
物
が
身
か
ら
出
て
い
き
ま
す
。 

     

大
寒
の
薬
膳 

 

枸
杞
蒸
鶏
肉 

【
材
料
】 

 

枸
杞  

１
５
ｇ 

 

鶏
肉  

１
㎏ 

 

長
葱  

１
本 

 

生
姜  

１
０
ｇ 

 

塩   

５
ｇ 

 

料
理
酒  

５
０
㏄ 

 

胡
椒  

３
ｇ 

 

【
作
り
方
】 

１
、
鶏
肉
は
沸
騰
し
た
お
湯
の
中
で
と
ろ
火
で
３ 

分
間
煮
る 

 

２
、
鶏
肉
を
鍋
か
ら
出
し
て
ボ
ー
ル
に
入
れ
て
枸 

杞
、
葱
、
生
姜
、
塩
、
料
理
酒
、
胡
椒
を
肉 

の
上
に
か
け
る
。 

 

３
、
ボ
ー
ル
ご
と
蒸
し
鍋
に
入
れ
て
１
時
間
蒸
し 

て
出
来
上
が
り
で
す
。 

 
【
効 
能
】 

 
 

腎
の
気
を
補
う
。 

 
 

不
眠
症
に
良
い
。 

  

◎ 

お
知
ら
せ 

薬
膳
料
理
を
ご
紹
介
し
て
お
り
ま
す
が
、
材
料
も

于
雷
気
功
研
究
会
で
は
全
部
用
意
し
て
お
り
ま
す
。 

も
し
入
手
困
難
な
時
は
遠
慮
な
く
ご
注
文
下
さ
い
。 

 

《
例
》
健
康
薬
用 

中
国
宁
夏
産
の
枸
杞
の
実 

 【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】 

于
雷
先
生
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
で
す
。

皆
様
の
パ
ソ
コ
ン
や
ケ
ー
タ
イ
電
話
に
登
録
し
て

い
た
だ
き
、
定
期
的
に
ご
訪
問
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【h
ttp

:/
/
yu

re
i-

k
ik

o
u

.c
o
m

】 

 月
刊｢

氣｣

の
目
的
は
皆
様
と
の
心
の
交
流
で
す
。

皆
様
が
ど
ん
な
こ
と
を
思
い
、
悩
ん
で
い
る
か
を

分
か
ち
合
う
場
に
な
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

月
刊｢

気｣

の
発
行
が
、
皆
様
と
一
緒
に
楽
し
み

に
、
よ
り
良
い
形
で
長
く
続
く
よ
う
に
皆
様
の
応

援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 一
人
一
部
以
上
の
購
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

応
援
価
格 

一
部 

二
〇
〇
円 

編
集
責
任
者 

 

于 

雷 

編
集
ス
タ
ッ
フ 

植
松 

惠
美 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

山
本 

教
子 

小
林 

達
志 

他 

連
絡
先 

☎
０
９
０
・
２
９
３
６
・
７
１
３
４ 

 


